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平
成
２５
年
５
月
１７
日
（
金
）
午
後
３
時
よ

り
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
網
野
会
長
よ
り
、

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
機
関
各
位
へ
、
平

素
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
と
本
総
会
へ
の
出

席
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
早

い
も
の
で
東
日
本
大
震
災
も
２
年
経
ち
、
復

興
事
業
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
被

災
地
の
救
援
は
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
く
感

じ
ら
れ
る
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
、
政

権
が
交
代
し
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
経
済

効
果
が
、
現
在
加
速
中
で
あ
り
ま
す
が
、
県

内
で
も
特
に
少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
見
ら
れ

る
西
海
岸
、
鰺
ヶ
沢
地
域
は
特
に
小
規
模
事

業
者
が
多
く
、
資
材
、
原
油
の
高
騰
、
こ
れ

に
加
え
て
消
費
税
の
値
上
げ
が
懸
念
さ
れ
る

と
い
う
悪
条
件
の
中
、
こ
れ
に
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
８

月
に
は
、
３３５
年
の
歴
史
あ
る
４
年
に
１
度
の

白
八
幡
宮
大
祭
と
大
き
な
行
事
を
控
え
、
町

民
一
丸
と
な
っ
て
燃
え
る
年
に
商
工
会
、
町

役
場
、
観
光
協
会
等
個
性
あ
る
組
織
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
連
絡
を
密
に
し
、
太
い
絆
で

結
ば
れ
な
が
ら
、
こ
の
町
の
明
る
い
未
来
構

築
の
た
め
、
互
い
に
惜
し
み
な
い
努
力
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
鰺
ヶ
沢
町
の
商
工

会
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
組
織
で
す
。

何
時
で
も
何
処
へ
で
も
身
軽
に
動
け
る
事
務

局
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
商
工
会
を
大
い
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
工
藤
清
三
氏
を
議
長
に
選
出
し
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。			




		


◇
第
１
号
議
案

「
平
成
２４
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支

決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
２
号
議
案

「
平
成
２５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
書
（
案
）
審
議
に
つ
い
て
」
は

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
３
号
議
案

「
平
成
２５
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決

定
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
承
認
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

◇
第
４
号
議
案

「
役
員
欠
員
に
伴
う
補
充
選
任
に
つ
い
て
」

を
上
程
。
欠
員
理
事
に
は
東
條
一
彦
氏
、

青
年
部
枠
理
事
に
は
太
田
正
史
氏
、
女
性

部
枠
理
事
に
は
葛
西
和
子
氏
が
選
任
さ
れ

承
認
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
議
案
の
審
議
を
終
え
、
総
会
を
閉
じ
ま

し
た
。今

年
度
の
重
点
事
業
内
容

①
商
工
会
地
域
力
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
・
活
性
化
支
援

・
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用

と
販
路
開
拓
強
化
の
支
援

・
地
域
商
店
街
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
・
活
性
化
支
援

・「
焼
き
イ
カ
」
を
利
用
し
た
観
光
推
進

事
業
（
部
会
活
性
化
対
策
）
鰺
ヶ
沢
イ

カ
の
カ
ー
テ
ン
ま
つ
り
の
開
催

②
厳
し
い
経
営
環
境
克
服
に
向
け
た
中
小
・

零
細
企
業
の
支
援

・
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
等
支
援
事
業
の
推
進

・
経
営
革
新
・
創
業
・
事
業
承
継
等
の
推
進

・
全
国
商
工
会
連
合
会
と
連
携
し
た
中
小

企
業
景
況
調
査
の
実
施

③
活
力
あ
る
商
工
会
づ
く
り

・
地
域
に
貢
献
す
る
商
工
会
機
能
の
強
化

・
巡
回
訪
問
の
一
層
の
推
進
・
強
化

◆
青 

年 

部
◆

　

青
年
部
は
４
月

に
行
わ
れ
た
総
会

に
て
役
員
改
選
を

行
い
、
新
部
長
に

太
田　

正
史
氏
が
、

副
部
長
に
後
藤　

豪
氏
、
田
附　

元

紀
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
、
部
員

１６
名
、
賛
助
部
員

９
名
の
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
、

今
後
は
こ
の
よ
う
な
体
制
で
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

先
日
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が

行
っ
て
い
る
絆
感
謝
運
動
の
一
環
と
し
て
、

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
に

な
り
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
多
く
訪
れ
る
は
ま

な
す
公
園
の
清
掃
を
行
い
、
来
町
さ
れ
る

方
々
が
気
持
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
と
の
思
い
か
ら
行
っ
た
も
の
で
す
。
部

員
８
名
が
参
加
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
す

る
予
定
で
す
。

【
青
年
部
役
員
名
簿
】

◆
女 

性 

部
◆

【
新
部
長
挨
拶
】

　

平
成
２５
年
４
月
１８

日
通
常
部
員
総
会
に

お
い
て
役
員
改
選
に

よ
り
部
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
葛
西
和
子

と
申
し
ま
す
。
前
部

長
の
意
向
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
目
指
し
、
駅
前
広
場
の
美
化
運
動
を
中

心
に
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
、
ま
た
部
員
の
資
質
向
上
を
め
ざ
し
地
域

商
工
業
に
携
わ
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地

域
振
興
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
、
部
員
の
皆
様
は
じ
め
関

係
各
位
の
方
々
の
ご
意
見
ご
提
案
を
頂
き
な

が
ら
女
性
部
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
〜
＊
〜
〜
〜
〜
＊
〜
〜
〜
〜
＊
〜
〜
〜

　

平
成
２５
年
６
月
１１
日
午
前
６
時
よ
り
Ｊ
Ｒ

鯵
ヶ
沢
駅
前
広
場
に
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
町
観
光
協
会
の

方
々
、
青
年
部
の
頼
も
し
い
お
力
を
お
借
り

し
て
１６５
株
の
ベ
コ
ニ
ア
を
植
栽
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
改
め
ま
し
て
ご
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
で
こ
の
活
動
も
２５
年
目
を
迎

え
、
当
初
は
女
性
部
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
と
組
織
拡
大
を
目
指
し
、
各
事
業

所
前
に
植
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
リ

ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
の
運
行
を
機
に
鰺
ヶ
沢
を

訪
れ
た
方
に
温
か
い
お
も
て
な
し
と
し
て
こ

の
駅
前
広
場
へ
と
場
所
を
変
え
ま
し
た
。
私

た
ち
が
心
を
込
め
て
植
え
た
の
で
お
通
り
の

際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
お
楽
し
み
下
さ

い
。

常　
　

任

監
査
委
員

常　
　

任

監
査
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

副 

部 

長

副 

部 

長

部　
　

長

安
田　

隆
芳

長
谷
川
耕
平

猿
川　

敬
一

東
條　

一
彦

長
内　

拓
人

田
附　

元
紀

後
藤　
　

豪

太
田　

正
史

安　

田　

商　

店

㈲
津
軽
富
士
保
険
事
務
所

猿　

川　

林　

業

マ
ル
イ
チ
工
業
㈱

長　

内　

印　

刷

田
元
金
物
店

ア　

ク　

ロ　

ス

㈲
白
神
山
美
水
館

収入の部

科　　　目 金　額

補 助 金 等 収 入 ２５，３２１，２１９

会費・手数料等収入 １８，１９５，３８２
前期繰越収支差額 ７０５，８０１
合　　　計 ４４，２２２，４０２

支出の部

科　　　目 金　額

経営改善普及事業指導職員設置費 ３０，５２７，０８０

経営改善普及事業指導事業費 ５，０７８，８２０

地域総合振興事業費 ２，５５２，０９９

管　　　理　　　費 ５，４２７，４７０

資 産 取 得 支 出 １，８００

次期繰越収支差額 ６３５，１３３

合　　　計 ４４，２２２，４０２

平成２４年度決算状況

発　行　鯵ヶ沢町商工会
〒０３８−２７５４ 鰺ヶ沢町大字米町２５－１
TEL ７２－２３７６・FAX ７２－６６５３

E-mail：ajis２３７６@rose.ocn.ne.jp
ホームページ

http://www.ajigasawa.biz/
会員数 ３５９名（ ５月３１日現在）

収入の部

科　　　目 金　額

補 助 金 等 収 入 ２２，３３５，１５８

会費・手数料等収入 １８，４２９，７０９

前期繰越収支差額 ６３５，１３３

合　　　計 ４１，４００，０００

支出の部

科　　　目 金　額

経営改善普及事業指導職員設置費 ３１，４７９，５２２

経営改善普及事業指導事業費 １，４７８，０００

地域総合振興事業費 ３，０８４，０００

管　　　理　　　費 ５，３３０，０００

予　　　備　　　費 ２８，４７８

合　　　計 ４１，４００，０００

平成２５年度予算状況

 平成２５年度

通常総会開催

〜　商工会は行きます　聞きます　提案します　〜

鰺ヶ沢町商工会報鯵ヶ沢町商工会報

駅前広場「花いっぱい運動」



お電話頂ければ職員が伺います。会員募集中。
詳しくは商工会まで　☎72−2376

融
資
の
相
談

税
務
の
相
談

経
営
の
相
談

労
働
の
相
談

（2）第 ３ 号� 平成２５年 ６ 月号鯵 ヶ 沢 町 商 工 会 報

公的制度で　設備投資を応援します

　青森県では、事業活動に必要な資金（運転資金、設備資金）の調達を図る中小
企業者を対象に、青森県事業活動応援資金特別保証制度を実施しています。
　鰺ヶ沢町では、この制度の利用者で一定の要件を満たしている方に対し、信
用保証料の補助を行います。
※�本制度の実施に伴い、平成２４年度まで実施していた「鰺ヶ沢町小口資金」及
び「鰺ヶ沢町事業活性化資金」は取扱いを終了します。

補助対象者 　次のいずれにも該当する方
◦鰺ヶ沢町内に住所又は主な事業所を有する中小企業者で納税状況の良好な方
◦�青森県事業活動応援資金「事業活動枠」により、融資額２，０００万円以内かつ

融資期間 ７年以内（うち据置期間 １年以内）で融資を受けた方。

補 助 内 容 　信用保証料の ２分の １を補助します。（小数点以下切捨て）

実 施 期 間 　平成２５年 ４ 月 １ 日から平成２６年 ３ 月３１日まで

復興特別所得税の源泉徴収のあらまし
（平成２５年 １ 月以降の源泉徴収）

　平成２３年１２月 ２ 日に東日本大震災からの復興のための施策を実施するために
必要な財源の確保に関する特別措置法（平成２３年法律第１１７号）が公布されま
した。
　これにより、所得税の源泉徴収義務者は、平成２５年 １月 １日から平成４９
年１２月３１日までの間に生ずる所得について源泉所得税を徴収する際に、復
興特別所得税を併せて徴収し、源泉所得税の法定納期限までに、その復興特
別所得税を源泉所得税と併せて国に納付しなければならないとされました。

復興特別所得税額の計算

【算式】　復興特別所得税額 ＝ 基準所得税額 × ２．１％

～青森県・鰺ヶ沢町連携融資制度～
◆マル経融資（経営改善貸付）

商工会等の経営指導を受けている小規模事業者の方が、経営改善に必要な資金を
無担保・無保証人でご利用できる制度です。
資金のお使いみち 運 転 資 金 設 備 資 金
ご　融　資　額 １，５００万円以内
ご 返 済 期 間 ７ 年以内 １０年以内
（うち据置期間） （ １年以内） （ ２年以内）
利　　　　　率 1.６5%

そ　　の　　他
・保証人・担保は不要です。
・ご利用にあたっては商工会長の推薦が必要です。

※推薦を受けるには、次の条件をすべて満たしていることが必要です。
①常時使用する従業員が２０人以下（商業・サービス業の場合 ５人以下）であること。
②原則として ６ヶ月以上、商工会等の経営指導を受けていること。
③最近 １年以上、同一商工会等の地区内で事業を営んでいること。
④所得税、法人税、事業税又は都道府県民税や市町村民税（均等割を含みます）を

すべて完納していること。
⑤商工業者であり、かつ対象業種であること。
◆普　通　貸　付　　基準利率　年率 １．９５％　※使いみち、返済期間によって異なります。
◆国の教育ローン　　基準利率　年率 ２．２５％（平成２５年 ６ 月１２日現在）

　日本政策金融公庫　
青森県事業活動応援資金【事業活動枠】

（鰺ヶ沢町が信用保証料を補助します）

　従業員を一人でも雇用する事業主は、業種のいかんを問わず、全て労働保険に加
入しなければなりません。（労働保険とは労災保険と雇用保
険とを総称した言葉）
　労働保険の手続が煩わしい方、人手不足のため労働保険
の事務処理に困っている方には、商工会が認可を受けてい
る労働保険事務組合への事務委託をおすすめします。※詳
しくは、商工会までご連絡下さい。
（平成２5年度　雇用保険料率表）

労働者負担 事業主負担 雇用保険料率

一 般 の 事 業 ５/１０００ ８．５/１０００ １３．５/１０００

農林水産・清酒製造の事業 ６/１０００ ９．５/１０００ １５．５/１０００

建 設 の 事 業 ６/１０００ １０．５/１０００ １６．５/１０００

青森県
最低賃金

654円
H24.10.12から

労働保険の加入手続きは
おすみですか

事業主の
みなさまへ

白神赤石の四季コンテスト

　白神山地と赤石渓流の観光を考える会では、観光資源のＰＲを図る目的で赤
石川流域と白神山地の四季をテーマにした絵画・短歌・俳句を募集します。

１．青森県西津軽郡鰺ヶ沢赤石地区※の風物を題材にしたものに限ります。
　　※�赤石町、姥袋町、日照田町、館前町、深谷町、南金沢町、種里町、小

森町、鬼袋町、一ツ森町と赤石川流域を指します。

２．応募者自身が著作権を有する作品に限ります。

３．応募は１部門につき３作品までとします。

４．作品制作や送付にかかる費用は応募者側でのご負担となります。

担当窓口　（一社）鰺ヶ沢町観光協会　白神赤石の四季コンテスト窓口
　　　　　〒０３８−２７５３　鰺ヶ沢町大字本町２４６－４
　　　　　ＴＥＬ　０１７３−７２－５００４

～ ２０１３　絵画部門・短歌部門・俳句部門 ～

  リース制度　■月額リース料　１．３７３％～２．９７０％�
◦支援センターが設備を設備販売業者から購入し、お客様にリースする制度です。
　�　リース期間終了後は原則として設備を返還することになりますが　ご希望により
再リースが可能です。

  割 賦 制 度　■利率　２．１％�
◦�支援センターが設備を設備販売業者から購入し、賦課によってお客様に販売する制
度です。

  設備資金貸付制度　■半金無利息�
・お客様が購入する設備の金額の二分の一以内を無利息で貸付する制度です。

詳細・問合せ（公財）２１あおもり産業総合支援センター ２１あおもり 検索

中小企業者向け補助金のご案内
　特許権・実用新案権・意匠権出願や事業化に必要な
調査等を支援します！
※�詳細は掲載ホームページ「平成２５年度青森県知財補助金」で検索すると
　見つかります。

青森県知的財産支援センター
〒０３０−８５７０ 青森市長島１−１−１ 県庁北棟 １階　℡０１７−７３４−９４１７

あおもり元気企業チャレンジ助成事業助成金
創業・新たな事業への　　　　　　　

　　　　チャレンジ応援します！

お問い合わせ先：（公財）２１あおもり産業総合支援センター取引・助成課
〒０３０−０８０１ 青森市新町二丁目４番１号　℡０１７−７２３−１０４０：FAX０１７−７２１−２５１４

詳しくはWebで『元気チャレンジ』で検索!!
http://www. 21aomori. or. jp/jyosei/challenge/

働き盛り世代就業促進支援事業�

働き盛り世代オーバーフォーティー雇用奨励金
青森県 労政・能力開発課では、働き盛り世代※の再就職の促進を図るため、「求
人セット型訓練制度」を活用し、働き盛り世代を正規雇用した場合に、

働き盛り世代オーバーフォーティー雇用奨励金を支給します。
※「働き盛り世代」とは４０歳から６０歳の方です。

お問い合わせ先：青森県 労政・能力開発課 地域雇用対策グループ
℡０１７−７３４−９３９８  FAX０１７−７３４−８１１７

実際の業務を主とする職場訓練を県から受託していただき、採用を前提に求職
者に対して訓練を行った後、雇用にしていただく制度です。受託事業所には、
訓練終了後、委託料をお支払します。

訓練期間：１〜３ヶ月
対 象 者：一般求職者
費　　用：�月額一人当たり６３，０００円（税込）を上限として、訓練実施に係る経費

をお支払いします。

求人セット型訓練制度のご案内東北の元気、

日本の元気を

青森から


